
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

高島学園 

中学校だより【第１５号】 

 令和５年 １２月 １８日 

 TEL36-0079  FAX36-8012 

【文責 校長 浦島 容子】 

今年もあとわずかです。高中生の頑張り 
  

2 学期後半、駅伝大会の頑張り、地域文化祭でのブラスバンドの素晴らしい演奏、高島市青少年

育成大会での素晴らしい発表、人権学習の心温まる取り組みなど、高中生の活躍は素晴らしいで

す。 

毎日給食後に、全クラスの牛乳パックを一つにまとめ、終わりに廊下を雑巾でふく給食委員長の

姿があります。以前に、一人でベルマークを数えたり、図書室で委員の仕事を見守ったり、掃除用

具を出し入れしたりするなどの委員長の行動についてお伝えしました。この生徒たちには、してや

っているという感じは全くありません。仕事を「自分事」として行動しています。本当にすごい行

動です。何かをした時には、人は「してやっている」という気持ちで、見返りを求めがちですが、

こんな生徒が高中生にいるのです。見習わなければならないと強く感じました。「今年の生徒会

は、やっつけ仕事をしているという感じがない」と職員室で話されているのを聞きました。行動か

ら、その意味を実感します。高島中の歴史に残る生徒会活動です。 
 

８年生の授業です。グループで学習内容をまとめる活動をしていました。どの生徒も集中して取

り組み、困ったところはお互いに助け合っていました。みんなでわかろうとする授業でした。日本

経済機構（OECD）が実施した PISA という学力調査の結果、日本が第 3位にまで上昇したと新聞で

伝えられました。学校での探求的で対話的な学びが、学力の伸びた大きな要因だということです。

まさに高島学園の生徒の「学び合い」が、今、重視されています。子どもたちの「主体的な学び」

をさらに伸ばしていきたいと思っています。 

 

2 学期もあと５日となりました。最後まで生徒の 

頑張りは続きます。懇談会では、３学期に向けて 

子どもの意欲を高める話し合いとなりますよう 

よろしくお願いします。 
 

 

人権学習 ～体験（ピンクデー・障がい者スポーツ）を通して考える～ 
 

☆「学んだことをこれからの生活にどう活かしていくか」 
●障がいをもって困っている人がいたら、積極的に助けたり、サポートしたり、障がいをもって 

なくても、困っている人がいたら、自分から助けにいけるような人間になりたいです。 

●これからは、まず、絶対いじめはしない。もう一つは、相手を思いやる行動をしたり、多様な 

考え方を認め合えるようにしたいです。 

 ●相手のことを考えたり、障がいを持った人のこと、それ以外にも、けがをしたり病気の人と 

か、そういう人を気にかけれる人になりたいな。 
   

  9 年生の感想です。体験を通して、「自分はどうしたいか、どうなりたいか」を考えました。

さすが 9年生です。「人権尊重の大切さ」についてよく考えています。学校での学習が、子ど

もにとって効果的になるには、ご家庭の関わりが大事です。今回の人権学習について、ご家庭で

話題にしてやってください。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇７年目の高島学園コミュニティ・スクール 「どこからでも ・ どこまででも ・ どの間でも」 
        

ファーム・ラボ ～ジャガイモ！芽かきの重要性～ 
 

学校ファームでこれほど素晴らしいファームはありません。 

大根に引き続き、今回は、ジャガイモの芽かきについて、 

実験結果が出ました。 

芽かきをしたものは大きなジャガイモができていました。 

一方、芽かきをせずに育てたものは形が不揃いで、数が少 

なかったです。これらのことから、芽かきをすることの重 

要性がわかりました。 

地域のみな様には、2学期も大変お世話になりました。寒くなりま 

したが、廊下で朝読書をしてくださる様子は変わりません。「厚着 

をしてきますから大丈夫です。」と言ってくださいます。ファーム 

で収穫したジャガイモをゆがいてくださいました。「楽しませても 

らっています。」と言って、。 

地域の温かい見守りを受けて、子どもたちは育っていきます。 

ありがとうございます。３学期もよろしくお願いします。 

冬休みの生活について 
 文化祭の取組みでスタートした２学期でした。１年間で最も長い学期ですが、あっという間でし

た。新しい年を迎えます。年末年始、何かと忙しく過ごされるとは思いますが、子どもたちにとっ

てもたいへん重要な時となってきます。 

スマホの使い方、遊び場所、夜の外出など、気をつけてやらなければならないことにはきりがあ

りませんが、こういったことのちょっとしたことで、子どもたちの生活は思いもよらない方向へ行

ってしまいます。長期休業中に、全く違った状態になってしまうことも起こります。配布しまし

た、冬休みの過ごし方をよくご覧いただき、充実した冬休みとなるようによろしくお願いします。 

始業式は、１月９日火曜日です。しっかりと登校できるようよろしくお願いします。３学期こそ

あっという間に終わります。特に９年生は、ほぼ毎日が、高校入試の関係で進んでいきます。受験

勉強に、相当力を入れなければなりません。受験生が家族にいる場合は、家族全員での協力体制が

必要です。良い卒業を迎えることができるようよろしくお願いします。また、８年生や７年生も次

の学年への準備の時期です。それぞれの学年が、今すべきことに頑張って取り組むことが大事で

す。良い冬休みになるよう、よろしくお願いします。 

新生徒会スタート ～「革命」を超える～ 
 高中を引っ張ってくれた 9年生の生徒会が任期満了となりました。14日、生徒会本部、各委員

長は、とても良い姿勢で生き生きと活動報告をしてくれました。それを聞く生徒の姿勢も大変素晴

らしく、学校の成長を感じます。 

全校生が全力で楽しめる学校行事 

の創造と各委員会の主体的な活動 

が、学校を変えました。「革命」 

の一年でした。 

いよいよ、8年生中心の新生徒会 

がスタートします。「革命」を超え 

る学校にしてほしいと思います。 


